
【サービス提供責任者の業務と訪問介護員の定着、能力開発】

○ 所属事業所のサービス提供責任者の取組みが充実していると、訪問介護員の定着志向が高い。

○ 所属事業所のサービス提供責任者の取組みが充実していると、訪問介護員の介護能力が高い。
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ヘルパーの定着志向
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（出所）佐藤博樹・大木栄一・堀田聰子（2006）『ヘルパーの能力開発と雇用管理』勁草書房，121頁
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（出所）佐藤博樹・大木栄一・堀田聰子（2006）『ヘルパーの能力開発と雇用管理』勁草書房，113頁

※「サービス提供責任者の取組み」については所属する事業所のサービス提供責任者を訪
問介護員が評価したもの。※「サービス提供責任者の取組み」については所属する事業所のサービス提供責任者を

訪問介護員が評価したもの。



【サービス提供責任者関連業務の分担と訪問介護員の定着率】

○ 訪問介護員の定着率が相対的に高い事業所では、訪問介護員が定期的なサービスの提供のみならず、「予算

や売上の管理」、「ヘルパー確保・採用面接」、「稼働予定の作成」「モニタリング」、「手順書作成」、「代行訪問」等

といった幅広い業務に参加し、サービス提供責任者を補助している。

○ 複数のサービス提供責任者がいる事業所では、分業を図ったほうが訪問介護員の定着率向上につながりやす

い業務が存在する可能性がある。

○ ヘルパーの定着状況別 複数のサービス提供責任者間の担当割合の差

出所：いずれも堀田聰子『訪問介護員の定着・能力開発と雇用管理』東京大学社会科学研究所人材ビジネス 研究寄付部門研究シリーズNo.11，2008年3月 １１

※ 複数のサービス提供責任者がいる事業所について、回答者であるサービス
提供責任者と、それ以外の責任者が担当している差を表す。
→ 差が大きいことは、サービス提供責任者間で分業が行われていることを
表し、差が少ないことは分業が行われていないことを表す。

○ ヘルパーの定着状況別業務分担状況(ヘルパーが行う業務の割合)
（定着率が高いほうｎ＝31/平均的・低いほうn=45）
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【勤続志向があり能力が高い非常勤訪問介護員の希望】
○ 勤続志向があり介護能力得点が高い非常勤訪問介護員とそれ以外の非常勤訪問介護員の希望

を比較すると

① 仕事量（勤務日数・勤務時間数）については有意な差が見られない
② 能力の適切な評価、能力に見合った仕事への配置を希望する者が多い
③ 雇用形態については現在のままがよい者が全体として多く、両者の差がわずか

出所：堀田聰子『訪問介護員の定着・能力開発と雇用管理』東京大学社会科学研究所人材ビジネス 研究寄付部門研究シリーズNo.11，2008年3月 １２

○高い職業能力を有する登録型ヘルパーとそれ以外のヘルパーの仕事に対する希望の比較
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サービス提供責任者の常勤要件の一部見直しについて
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訪問介護事業所の特定事業所加算の要件等

(1) 体制要件

① 事業所のすべての訪問介護員等(登録型の訪問介護員等を含む。以下同じ。)に対し、訪問介護員等ごとに研修計画を

作成し、計画に従い、研修(外部における研修を含む。)を実施又は実施を予定していること。

② 利用者に関する情報若しくはサービス提供に当たっての留意事項の伝達又は当該指定訪問介護事業所における訪問

介護員等の技術指導を目的とした会議を定期的に開催すること。

③ 指定訪問介護の提供に当たっては、サービス提供責任者が、利用者を担当する訪問介護員等に対し、利用者に関する

情報やサービス提供に当たっての留意事項を文書等の確実な方法により伝達してから開始するとともに、サービス提供終

了後、担当する訪問介護員等から適宜報告を受けること。

④ 当該指定訪問介護事業所のすべての訪問介護員等に対し、健康診断等を定期的に実施すること。

(2) 人材要件

① 当該指定訪問介護事業所の訪問介護員等の総数のうち介護福祉士の占める割合が百分の三十以上であること。

② 当該指定訪問介護事業所の訪問介護員等のうち三級課程の訪問介護員がいないこと。

③ 当該指定訪問介護事業所のすべてのサービス提供責任者が五年以上の実務経験を有する介護福祉士であること。

(3) 重度対応要件

① 算定日が属する月の前三月間における利用者の総数のうち、要介護状態区分が要介護四及び要介護五である者の占

める割合が百分の二十以上であること。

【加算率等】

(1)～(3)を満たす事業所は20％増、(1)及び(2)又は(1)及び(3)を満たす事業所は10％増。

【参考】特定事業所加算について
○ 訪問介護における特定事業所加算は、訪問介護員に対する研修や介護福祉士を多く雇用する

事業所を加算で評価する仕組み。
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